
様式第1－1号

支 出 証 拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

一一一一一一一一二画三一宍一一一一一一一一一一

整理番号 3-6-12-1

経費項目 雑，院費研嶬燭鉱報費･蕊綱識鱸･会議･資料佃績噴膿臓噴事務費⑳人件費

内 容 事務所賃借料令和8年1月分

年月 日 令和7年12月29日 金 額 100,165円

目 的

使 途

政務活動．

県政との

関連性

一

く領収識占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

r貝↓Ⅸ晉錘貝(aノ

100,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

100,165円



3－4 ブ－んZ

画商ID:BNSO51

蟻込‘振替蕊議鯵鶏叢

振込先存耆録する場合は、賑込先の登録」ボタンを押して下さい。

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

I処理状況

｢…1 受付番号ユ2ZgOOユ受付日時anlE年1z月29BO6時10分取引方法ブラウザ

I取引内容

引落口座

令融機関名

支店名

科目

口座番号

受取人名振込･振替先口座

金額100,OOO円

引落合計金額ユOO"165円（税込手数料ﾕ65円）

指定日12月29B

振込依頼人名ｴﾏﾉlﾙﾋﾄ

－一一一、一一

取消確霊
一一』I ■■－－■■ｰ凸■一■甲■－－－－－－■一一

戻る



様式第1 －1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

一一一

轄琿番号 3-6-12-2

経費項目

内 容

年月 日 令和7年12月29日 金 額

目 的

使 途

政務活動．

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

15,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

15,165円



ラーと一／ユ'一乏一

画商ID:.BNSOぢ1

艤蕊・鵜篝蕊議鐸蕊叢

振込先を登録する場合は、「振込先の登録」ボタンを押して下さい。

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

I処理状況

睡壼国 受付番号111qOO2受付日時ZO'S年12月29BO6時12分取引方法ブラウザ

l取引内容

引落口座

今融樒関名

支店名

科目

口座番号

受取人名振込･振替先口座

笠頴15,000円

引落合計金額15,ﾕ65円（税込手数料165円）

指定日12月29B

振込依頼人名エマハルヒト

〆毎句一一一一一一一一一串一L－－､一 へ

取溝確認
■ 一 宇 一 口'一■』画 ■■●一 色一■テら凸■-ローーーー ー一 宇 一 色■七 一 争■■ 壬b旬ロ ー‐画b〒

戻る



議員氏宅 rI-炉

経費項目 調罰暁費･研彦費･蛎曄蹟･鶏赫鶉鋤費･雲･資料{愉潰.鐸購入翻事翻脅人件費

内 容 11月政務活動費郵送

年月 日 令和7年12月5日 金 額 320円

目 的

使 途

政務活動．

県政との

関連性

く領収割占付枠＞ I

領収書
ラヱ朗湖/（ 様

｜［証紙切手引受］
’第一種定形外(規格内）
|@320 1通

166.09
\320

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計 \320

|郵便物引受合計通数

|請鶴鵬(,0%）
｜非課税計

l

h

h

△
ロ

1通
\320

\29）
\O

計 靭0
お預り金額 \1,020

耐つり WOO
llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〒100-8792
東京都千代

讓籠：
豊織塾

TEL:0538

田
刊

日
区 本

大
郵便株式会社
手町2－3－1

010001112577

:2025年12月5日14:11
,1205A2776 端N99箱01
当田二之宮郵便局
,8-32-4907

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

320円

案分率(b)

100%

政務活動費支出額(a×b)

320円



様式第1－1号

｜ 整理番号 3-6-12-4

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

）経費項目 譲職費研修費･広聴蝿費･霧調肯報鱸,会譲･資榊鑪･齢膨噴｡事務費･事諦懇

内 容 事務員雇用令和7年12月分

年月 日 令和7年12月1日～令和7年12月31日 金 額 54248円

目的

使途

政務活動

県政との

関連性

■

く領収琴占付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分する

領 又書金額(a)

71,394円

案分率(b)

48.25/63.5

政務活動費支 "(a×b)

54,248円



3二6－12－4

I■■■■様
令和7年12月分給与(1月10日支払）

給与明細

※12円/kmで計算

支給合計 71,394円

総支給合計 72,534円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

舞凋熱圓；蟻 ヨ 準募盤謹淵議刻霞
尋q~_

、．.■

庵 = 良識磯薗|： 休憩 勤務時間

1 12月2日 火 10 00 15:00 5時間00分

篭2 12月4日 木 10 00 15 00 5時間00分
3 12月5日 金 9 30 15 00 5時間30分
4 12月9日 火 10 00 15 00 5時間00分
5 12月11日 木 10 00 15 00 5時間00分

6 12月12日 金 9 30 16 45 0:45 6時間30分
7 12月16日 火 10 00 15 00 5時間00分
8 12月18日 木 10 00 15 00 5時間00灸

9 12月19日 金 9 30 15 00 5時間30没
10 12月23日 火 10 00 15 30 5時間30f

11 12月25日 木 10 OO 15 00 5時間00分
12 12月26日 金 9 30 15 O0 5時間30分

合 計 63時間30分

給与

総勤務時間

63時間30分

超勤時間 分

時給

1,100円

小計

69,850円

交通費
勤務日数

11日

距離

11.7km 1,544円

後援会資料配達交通費
距離

95.0km

計

1,140円



3－6－12－4

会派様式第5号

雇用実績表

12月分 ｜ 氏 名

分

日 曜日
雇 用

時間数
うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

鷺撒蕊曾懇磯

１
町
⑲
Ｉ
Ｃ

．
■
宮
■
ｉ
｝
叩
‐

ｌ
『
ｆ
，
１
画

〃
｜
『
Ⅱ

。
．
晒
朝
〃

擬
溌
灘

澤
謬
・
貼
唱

日
．
｜
ｒ
Ｒ
ｍ

地
鼠
“
４
，
口
“
刀
圭

ｒ
串
仙
・

鍔
岫
副
』
ざ
領
妬
融

嬢
郡
尋
蛎

〉
お
抄
。
二
・

全
‐
２
ザ
馳
鼬
蟠
恥
ｈ

海
押
感

●（恥零‐砕乳

申諦師．・零｛
咀叫暇，』ｂ亘祁』早》

》癖恥冒・
垂
■

‐
静
か
？
ゴ
ー

「
午
・
誠
一
唖
ロ

ー
‐
采
挙
峨
，
蝕

岡
一
討
咋
、
日
・
マ

ワ
■
■
え
ｊ
■
ｈ

や
硯
Ｌ
叫
叫
－

１
千
“
刃
．
。
．
帆

恥
‘
熟
｝
‘
・
‘
｝

ｑ
瓜
Ｉ
，
ｑ
Ｆ
，
乱 溌脅溌葡1瀞

Ｆ
・
峨
勾
■
卸
Ｍ
１鄙叩些誼▼幟』卵、
蝿
毎
が
鼻
楜
也

幾・難．獄，恥
ご
『
‐
七
凸
設
冒

鎚竜群舗
舞
無
《
認

●
潴
鰐
・
呼
叔
黙
秘

・
・
弘
写
・
‐
亀
ロ
ロ
漕

亜
弧
渉
祉
‐
・
錨

哩
０
１
孔
託

．
．
争
矧
・
落

一
Ｐ
Ｄ
Ｇ
日
貼
や

胴恕叫叩郡側咄ｑ・ #職溌溌蹴

宮
‐
わ
…

Ｉ
旧
冒
ｄ
ｂ
蜘
鼎

，遥も‐今，狩心
秘
、
、
レ

ダ
ザ
は
“
閣
雅
》

鐸認》
準
や
甥
一
利
岫
嘘

丙
尹
も
声

酔
腓
●
与
甲
は

岬
豆
寺
〃
刊
角

ぞ
鞍
舞
．
弧
‐
面
辞

む
冒
回
■
・
・
０

乃
晶
罫
倒
，

。
裸
‐
Ｉ
ｐ
１
ｌ

１
β
‐
好
ざ

設
凸
廿

蜀
、
唱
‐
１
曲

間
■
、
ｂ
Ｊ
Ｈ
可
凸

言
‐
沢
予
１
男

再
岾
尹
丑
労
宅
緋
一

今
・
里
再
弗
佃
可

孵
・
聡
、
．
廷

■
い
■
‐
回
動
二
０
１

通
諦
蹄
巾
》
男

罰
串
上
昼
げ
串

附
・
‐
｝
夢
間

ア罪’抑》。”四

Ｆ
、
串
澗
４
℃
聾

鉤
．
幣
晶

・
由
、
韻
Ｉ

恥
Ｆ
町
‐

１
■

ｂ
虹
か
。
『
．
■
羽

■
岬
。
Ｊ
‐
ｆ
・

・
１
凸

凸
ｂ
ｈ
創
坤

０
９
‐
４
Ｆ
内

‐
ｂ
ｊ
ｐ
齢
”
・

Ｐ
船
ｈ
Ｌ
郡

．'惇一'~-痕,鏡畠
h b巳 ■b唱由

可
尽
め
菅

亘
も
．
。

『
■
面
冒
、
宮

、
・
勺
子
ｌ
ｑ
４

試
み
‐
物

。
＃
、

上
■
・
芋
０

2 火 5時間00分 4時間00分 来客対応｡スケジュール管理･政務活動費集計

箪蕊蕊 溌溌（

ｌ
■
■
‐
『
半

即
殻
．
．
●
‐
・

乙
固
●
Ｇ
１

免
叱
■
訳
二
戸

Ｆ
Ｐ
佇
如
。
ｊ

抑
■
老
Ｉ
■
乱

・貼、企》姑寺。
で
ロ
と
ゆ
．
》
占
亘
亘

醍
も
』
謡
一
日
一

』
ず
静
Ｏ
ｊ
４
Ｇ
．

、ＰＦｊｂ咽凸角宅
９
凸
Ｐ
間
口

』
即
．
到
恥

宮
口
Ｌ
Ｐ
Ｐ
■

■
６
齢
ｆ

■
邪
■
●
４
二
堺
口

．
Ｐ
』
０
口
凹
凸
Ｉ

。
。
■
』
。
．
一
再

》
し
℃
・

鑑
評
．
叱り
的
二
式

ｑ
Ｊ
』
叩
面

寺
■
峪
打
報
・
・

，
》

，
■
■
凹

匹
ｑ
ロ
ロ
』
‐
上

Ｆ
１
■
韻
脚
設
虚
』

》一・・口．．芦里堤
鍜
ロ
△
守
蝿
母

匠
宇
択
玉

凹
坤
啼
由
比
日
・
羊

宮
叫
瑠
ダ
。

ｉ
急
虹
呈

。
■
己
一
ｂ
守
設
ｌ

冒
可
ぞ
』
も

罪
一
が
・
角

・
出
口
。
〃

ｂ
、
Ｐ
卜
訓
・
』
｜
叩

屯
寺
■
冒
破
・

イ
昭
色
‐
向
ら

・
蝿
苧
』

。
“
兎
沸
ｆ
ザ

－
Ｍ
叩
諜
１
坪

。
■
■
』

凹
沮
。
田
ｍ
ｊ

０
ｌ
４
宮
内

β
栂
ｑ

『
Ｐ
宮
６
－

■
ｌ
《
宮

』
》
■
で
砧
竪
ｑ

■
ｂ
凸
守
企
・
孑
毒
４

ｒ
令
』
『
、
刀
冒

ぷ
幕
皀
舞
奄
率

，
Ｏ
Ｐ
ｄ
－

Ｄ
咄
写

恢
仰
臥
鞄
、
鞍

毎
Ｊ
宮
■
■
■

ケ
ー
Ｊ
Ｂ
私
■

哉
・
や

師
‐
李
馴
，

ハ
ロ
■

■
・
・
■
■
■

可 F1， ■‘,'一､里-凸1，量一品 b

f-.幕:･熊i‘i
p q｡!r 4'a弓

ａ
ｂ
砂
’

ず
ご
軒
好
球
隅

。
Ｒ
』
‐
・
弓
⑬

寺
ｐ
二
亭
捗
弱
か
、
罰

■
口
宮
西
鼬
宮
口

一
鍔
叫
淳
酔
い
Ｆ
二
Ｂ

即
‐
１
倍
‐
し

、
昏
岫
冒
切
口
晶
』

宮
９
２
Ｆ
と

″
・
Ｉ
丑
Ｆ
・
》

・睦亘ルロ勺咀恥永』．

｜碑弥・‘』』
‐
β
４
毛
町
凸
画

一
ｊ
ｆ
Ｆ
か

一吋‐刮昶

■釣り４Ｆ鋤

平
均
０
‐
‐

.＝ｳL~J､L

』
ワ
埴
守
零
，
、
Ｐ

か
一
。
即
Ｉ
、

Ｉ
‐
凸
■
辞

偲‐」・錨」平Ｂ》
■
司
貼
・

哩・。弗心、貼祁・守恥
Ｐ
■
・
■
《

Ｂ
・
Ｐ
冒
冒
ヂ
凸

冤
恥
◇
‐
一

電
報
恥
“
Ｆ

も窓戸寺芋、函痔一
宮
”
亘
斗
ｑ
畦
』

釦
■
■
鍔
毎
評

ｒ
・
’
１

唇
、
ｒ
｜
と

'､’四?Fg2疾患毒･-.'一匹．、 ,.,」.,.‘･』．､,
。‐凌一 南一堅一 .田'一、ﾛ7,J--1'一q･, P言，.P吾.､ﾛ5，･目,J

，1－動,..､吾.､･さ'1$し．.－1;'..i,‘‘も引き｡‘._‘.:蕊
驚?雀 ･;_蕊;?.::“f飛熱蝉.号.具,,‐

且J-h･乱

4 木 5時間00分 3時間15分 有休|政務活動業務時間数は前年度の雇用実績により雇用時間数を胃
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計 (A) 63時間30分 (B) 48時間15分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 7 年 12月31 日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費充当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費充当分を算出する。

①(B){48時間15分｝ × 単価{1,100円}= 53,075円

交通費 1,544円×48.25 / 63.5 {(B)/(A)} = 1,173円

②総支給額｛ 71,394円｝ × (B)/(A) = 54,248 円



様式第1－1号

支 出 証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

）

一‐」

一一一一Ｅ一一一一一一一一

整理番号 3-6-12-5

経費項目 鑓砿費研修費広聴広報費蕊調識鱸,会識･齢M賊費｡資I糖入費･事務費事獅魑

内 容 事務員雇用令和7年12月分

年月 日 令和7年12月1日～令和7年12月31日 金 額 63,522円

目 的

使途

関連性

ー

く領収書貼付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分する

領澱 拳金額(a)

80,795円

案分率(b)

57／72．5

J蝉y古動貧り文江 額(a×b)

63,522円



3－6－12－5

■■■様
月分給与 （1月10日支払い）

給与明細

令和7年 12

※12円/kmで計算

支給合計 80,795円

総支給合計 82,203円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

月日 曜日 出勤時刻 退勤時刻 ケ木憩

1 12月1日 月 10:00 16 00 6時宿

2 12月3日 水 10 00 15 30 5時階

3 12月4日 木 10 00 15 30 5時借

4 12月6日 土 10 OO 15 30 5時借

5 12月8日 月 10 00 15 30 5時借

6 12‘ 10日 水 10 OO 15 30 5時情

7 12‘ 13日 土 10 00 15 30 5時借 30分

8 12‘ 15日 月 10 00 16 00 6時借 00分

9 12 17日 水 10 00 15 30 5時借 30分

10 12‘ 20日 土 10 OO 15 30 5時借 30分

11 12. 22日 月 10 00 15 30 5時債 30分

12 12 24日 水 10 00 15 30 5時清 30分

13 12月27日 土 10 00 15 30 5時債 30分

合計 72時間30分

給与

総勤務時間

72時間30分

超勤時間

時給

1,100円

分

小計

79,750円

交通費
勤務日数

13日

距離

6.7km 1,045円

後援会資料配達交通費
距離

117.3km

計

1,408円



3－6－12－5

会派様式第5号

雇用実績表

月分 氏 名 ■■■■

日 曜日
雇 用
時間数

うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

1 月 6時間00分 5時間00分 政務活動費書類作成､来客対応､スケジュール､書類整理
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3 水 5時間30分 4時間30分 政務活動費書類作成､来客対応 スケジュール､書類整理
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46－群 灘溌鐵驚蕊蕊蕊耀 鍵灘:灘蟻溌蕊蕊蕊難欝蕊蕊溌溌鰯
8 月 5時間30分 4時間30分 来客対応､HP更新､スケジュール､書類整理
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20 土 5時間30分 4時間00分 来客対応､スケジュール､書類作成･整理
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‐
判
鈴
詳
４
‐
、

副
剥
与
式
蹴
毎
卜

汽
鼻
耐
癖
舞
い

寿
都
Ｆ
１
’
弓

‐
．
』
ｊ
今
沙
ロ
茜
認

・
鍔
ｂ
ふ
り
二

宮
，
吟
ｊ
蝿
凸
Ｄ
・

灘急
諏
．
聯
塾

弧
息
一
蹴
喉
慰

鶴癖鐸 抵
魂

容
認

蕊

蕊蕊蕊凝議潔溌蕊凝議蕊鳥蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵議蕊蕊蕊蕊溌篭蕊
謬鶴葦鞄舞畠奮.

鶏驚26
鳥~鐸蔦ろ.Jj 蕊蕊鳶蕊蕊溌繍溌蕊溌灘蕊蕊蕊蕊蕊灘蕊騨蕊灘鶴溺蕊凝議蕊溌蕊凝議蕊蕊
27 土 5時間30分 4時間30分 来客対応､スケジュール､書類作成･整理

鷺謹溌

“
ず
号
４
曲
１
Ｆ
Ｆ
懐

霜
謝
認

醗蕊

蕊蕊溌蕊蕊篭灘蕊驚灘蕊灘蕊蕊蕊蕊蕊蕊擬溌溌議蕊蕊蕊蕊議溌
蕊蕊霞溌畠蕊 灘舞蕊驚尋蕊蕊費蕊驚 蕊蕊零蕊蕊蕊蕊蕊脅議|；霧溌蕊蕊蕊蕊§蕊蕊蕊蕊霧蕊溌蕊蕊蕊

溌嬢潮 鍵蕊

罫
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Ｆ
も
苦
亘
さ 蕊蕊謹蕊蕊蕊蕊蕊溌蕊蕊謹蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵溌灘謹蕊蕊蕊蕊蕊蕊溌蕊蕊溌蕊§

蕊翰溌#窺蕊

眉
‐
貼
心
勺
Ｅ
Ｌ
４
望難蕊蕊蕊蕊篭蕊蕊

蕊奪
・
蹴
湾
許
偽

ｊ
‐
▽
、
屯
田
酷
ｒ
も

鼻
、
子
綴
》
鳥
靜

〆
瀞
》
憲

毎
冒
丸
酔
冒
釦
帆
上
加
冒

灘蕊

議驚蕊蕊蕊譲蕊議蕊蕊蕊議蕊蕊蕊蕊
計 (A) 72時間30分 (B) 57時間00分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 7 年 12月 31 日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費充当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費充当分を算出する。

①(B){57時間00分｝×単価{1100円}= 62,700円

交通費 1,045円× 57 / 72.5 {(B)/(A)} = 822円

②総支給額｛ 80,795円｝ × (B)/(A) = 63,522 円



様式第1－1号

支 出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

I

謹里番号’36-12-6

識蕊職費･研織･I輔広轤･鶏蹴鞠鐵貴･会議･鮮怖賊費･鮮騰入費･事鑑･事翻魑

事務員雇用 令和7年12月分

令和7年12月1日～令和7年12月31日 金 額 46,200円

目的

使 途

政務活動

県政との

関連性

●

く領収琴占付枠＞

雇用時間(42H) 政務活動時間(42H)

①雇用実鋳に基づき100%政務活動

46,200円

②交通費（バス代往復）は政務活動費0日分支給

400円×0日＝0円

①＋②＝46,200円

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分する

領収書金額(a)

46,200円

案分率(b)

詳細は上記記入

政務活動費支出額(a×b)

46,200円



3-6-12-6

■■■様
令和7年12月分給与(1月10日支払）

給与明細

支給合計 46,200円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

1 12月〔 日 土 13 00 18 00 5時間0 )分

2 12月7日 日 16 00 17 00 1時間00分

3 12月9日 火 10 90 18 00 2:00 6時間00分

4 12月12日 金 10 00 12 00 2時間00分

5 12月15日 月 14 OO 19 00 5時間00分

6 12月17日 水 10 00 18 00 1:00 7時間00分

7 12月22日 月 15 00 19 00 4時間00分

8 12月27日 土 15 00 19 00 4時間00分

9 12月28日 日 10 00 20 00 2:00 8時間00分

合計 42時間00分

給与
総勤務時間

42時間00分

時給

1,100円

小計
叩

46,200円

交通費

日請求

勤務日数

温
矛
ｅ
」
ｒ
‐
‐
宅 溌灘鰡灘鳶羅i

バス代往復

400円 0円



3－6－12－6

会派様式第5号

雇用実績表

12月分 氏 名 ■■I■■

日 曜日
雇 用
時間数

うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 5時間00分 5時間00分 県政報告新春号レイアウト

7 日 1時間00分 1時間00分 県政報告12月号修正

8 月

9 火 6時間00分 6時間00分 県政報告新春号執筆

10 水

11 木

12 金 2時間00分 2時間00分 県政報告レイアウト

13 土

14 日

15 月 5時間00分 5時間00分 県政報告執筆

16 火

17 水 7時間O0分 7時間00分 県政報告資料収集

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月 4時間00分 4時間00分 県政報告執筆

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土 4時間00分 4時間00分 県政報告執筆

28 日 8時間00分 8時間00分 県政報告レイアウト変更

29 月

30 火

計 (A) 42時間00分 (B) 42時間00分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 7 年 12月31 日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費充当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費充当分を算出する。

①(B){42時間00分｝ × 単価{1,100円}= 46,200円

交通費 400 円 × ＝ 0円

②総支給額｛ 46,200円｝×(B)/(A)+ 0 円= 46,200 円



様式第1－1号

支 出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

識蔚臓費研織 蝿広鱸雷謝需繊･会議･緋M飼讃 事務費 ･謡翻濱･人件費経費項目

新聞購読令和7年12月分内 容

967円金 額令和7年12月19日年月 日

》一錘

一一二一一一一一一

整理番号 3-6-12-7

目 的 県政、社会情勢に関する情報収集

使 途 令和7年12月購読料

政務活動

県政との

関連性

可

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領収書貼付枠＞

I払込受領証(お客様控)｜
、

i:聖教新聞販売店
1人大山 宜晃
＊

I登録番号:T8810689409668

払
込
入
金

江間はるひと事務所

様

I■■■■
額￥1,934

I

収納代行 株式会社ジャックス

淵
‐
‐
‐
‐
‐
鷲
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
１
１

ご請求書 下記の通りご請求申し上げます。
このたびは聖教新聞をご購読いただき誠にありがとう

ございます。

お支払いは、この払込取扱票により、記載のお支払
期限までにお支払いください。

お問い合わせは、右の宛名面に記載の「お問い合わ
せ先（差出人）」までお願いいたします。

<ご請求明細〉※は軽減税率対象品目です。

(10%対象 \0消費税

(8％対象 ￥1,934消費税 ￥1

\O）

43）

’

お
支
払
い
の
際
は
、
右
の
宛
名
部
分
を
切
り
離
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ご購読年月2025年12月(12/01～12/31）

ご請求金額\1,934

お支払期限2026年01月10日

請求番号■■■■■■■

品 目 定価（税込） 部 数 金額（税込）

聖教新聞※ \1,934 1部 ￥1,934

合計金額(税込） \1,934

受 領 印

収入印紙貼付欄

Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

l

q

案分の理由

後援会活動を含むため

按分する（1/2）

領収書金額(a)

1,934円

案分率(b)

1/2

政務活動費支出額(a×b)

967円



様式第1－1号

整理番号 3.6-12-8

支出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

経費項目 籍形讃･研修費･広卿置糖雷調識鱸･会議･資料附耀 事務費･事諦償･人Izg

内 容 新聞購読令和7年12月分

年月 日 令和7年12月22日 金 額 1,990円

目 的 県政、社会情勢に関する情報収集

使途 令和7年12月 購読料

政務活動.

県政との

関連性

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領収割占付枠＞

Ｆ
１
ｄ
ｌ
９
Ｉ
Ｎ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
９
Ｉ
ｌ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
１
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

霊鐵噌人様

ご愛読ありがとうございます。

-2025生里且全

(10%対象 0税 0)

卜記令額正に領収いたしました。
※消費税等込み

お客様にまどころとともに新聞を ‐読売 日本経済 静岡新間
お届けいたします。
T3080402019850 ㈲博報堂新震潅

壷0120－320156

窓32-0155函37-0236

お客様の個人情報は､配達集金業務などに利用させていただいております。

会 計一，令 額

3，〔 '8（ 口

*は軽減浴l率交

味静岡新聞

部数

1

金 銀 一

3,980

、 師 壱

案分の理由

後援会活動を含むため

按分する（1/2）

領収書金額(a)

3,980円

案分星 E(b)

1/2

政務活動費支 封額(a×b)

1,990円



様式第1－1号

支 出証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

麹

経費項目 誌職費･研修費鰯紘繍費雷鱗篇艤攪会議｡鮮冊飼讃噴辮入費事識⑳人件費

内 容 事務所電気代令和7年12月分

年月 日 令和7年12月25日 金 額 7,819円

目 的

使 途

政務活動.

県政との

関連性

く領収謹占付枠＞

2階建てのうち1階を後援会と

政務活動で賃貸(契約は別）

光熱費請求額は､1階･2階を

含めるため､1階部分のみを

対象とする。

31,275円×1/2＝

15,638円…1階部分

、
リ
０
１
Ｊ
”
Ｘ
ｂ
３
や
ト
ー
巧
ｂ
等
ご
Ｊ
４
〆
Ｆ
Ｂ
こ
Ｋ
字
１
１
ｓ

づ
し
ｆ
》
貸
篭
副
肘

『

ヌ

Ⅲに
假
管
し
一
ｔ
く
劣
化
さ
じ

振替払込請求書兼受領証

お支払期日は｢－7戸一詞です。

(振込金受領証)（071201）

お支払期日を過ぎてお支払いいただいた場合は、

延滞利息(年利10％)を､お支払いの日以降の料金とあわせてご誼求いたします。

本
証
に
よ
り
当
社
の
集
金
員
が
集
金
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裏
面
も
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
↓
←

ただし､こ家庭や商店など低圧の電気をお使いいただいているお客さまが､お支払期日の翌日から

10日目までにお支払いいただいた場合は､睡帯利息を申し受けません。

払込用嬢の識鰯限は[－1戸~百詞となっております。

鱒簔焉預
｜ （ゆうちよ銀行）
I ’

口座

号番 00100

令和7年12月分

壁 5 画 900116
加入

者名
中部電力ミライズ株式会社

ご使用期胤=ユユ月4日～11－月ろ0日(日程01-）

金額

千・ 百 十 幻

3

十

､ 1

白

2

-卜

7

I制

5

消畳税等相当額(再掲）

’ 21843円
ご依顔人氏名

江間 治人様

お客さま番号・契約種別 容 量 ご使用量 上記令額の内訳(円）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

従量電灯C

kVA

6

kWh

’ 1372 ’121952

■■■■■■■
低圧電力

ロ

Ｗ
ｎ
Ｕ

ｋ
ｎ
ｌ

kWh

’ ’342 ’181323

｜ ’ ｜ ’

日‘.･･附 印

案分の理由

政務活動費、後援会活動

費、使用のため按分

領収書金額(a)

15,638円

案分率(b)

1／2

政務活動費支出額(a×b)

7,819円



宝止 敬

」|､ ’1弓・讓皀氏姪

Ⅱ入 印 … 付邪Ⅱ入 印 … 付邪Ⅱ入 印 … 付邪

経費項目 調翫職費･研修費･脚齪報費･要諦綜諦鱸･会藷･資料臓潰｡資料瀞費感謝漬･人件費

内 容 事務所電話通信令和7年 '2W

年月 日 令和7年12月25日 金 額 8,996円

目的 I
使 途 ’
政務活動。

県政との

関連性

く領収識占付枠＞

ナンバーディスプレイ使用料1,200円

追力嗜号使用料100円(使用していない1番号分を除く）

ユニバーサルサービス料4円(使用していない1番号分を除く）

(1,200円十100円十4円)×1.10＝1,434円は除く

10,430円-1,434円＝8,996円

１
０
０
■
。
８
０
１
．
Ｆ
０
．
４
６
３
１
５
口
晒
も
１
．
日
９
５
１
８
０
，
１
０
Ⅱ
５
１
・
勺
企
Ｕ
１
ｈ
１
４
、
１
日
山
日
■
Ｄ
２
０
口
＃
８
１
４
３
１
。
■
Ｐ
』
■
■
■
Ｑ
Ｄ
ｆ
ｑ
Ｄ
Ｕ
０
８
Ｐ
Ｉ
Ｏ

1

1

1

Ａ
Ｔ

電話料金等払込受領証

西日本ご利用分

案分の理由

全て政務活動費にかかる

ものである

領収書金額(a)

8,996円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

8,996円
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ご請求内訳 (お客様番号

請求内訳等詳細〔鶉稚も饒蕃ｽ提供寧業着が〕
DETAILsoFCHARGEBREAKDowN

内訳金額（円）
AMOUNT(YEN)

内訳項目金額（円）
CHARGEBREAKDOWNBYCATE6ORY(YEN)
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ユニバーサルサービス料他には、2025年4月利用料分から2026年3月利用料分まで、ユニバーサル
サービス料に加え、電話リレーサービス料として1番号あたり1．1円（税込）が含まれています。
電話リレーサービス料については一般社団法人電気通信事業者協会のホームページをご確認下さい。
https://www.tca.or.jp/telephonerelay_service－sup
,port/qa/ EmmZ1001167271665900

お客様ご請求番号
BILLINGNUMBER ■■■■■■

請求年月
MONTHOFISSUE

2025年12月ご請求分
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経費項目

内 容

年月 日 令和7年12月23日 金 額

目的 県政に係る情報等を県民に報告

使途 県政報告配布袋

政務活動

県政との

関連性

⑨

県の施策、定例報告、活動状況を県民に報告する

く領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

2,640円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

2,640円
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|小計 ￥2,640
i内税対象額 10.00％￥2,640
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i(うち消費税 \240)
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注）
軽減税率(8%)適用商品は
「軽」が印字されております

登録番号T9-0800-0100-4802

責No:022樵■■取引No9245
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

轄理番号 3-6-10-12

経費項目 誌砺讃･研修費･広'聯･雰談篇瀧憤･会譲･資料I鱸．鉾購入…漬･人件費

内 容 事務用品（県政報告印刷用綱

年月 日 令和7年12月1日・23日 金 額 4960円

目 的

使 途

関連性

く領収謹占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

4,960円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

4,960円
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レジ珊書
登録番号T3070001006474

元ﾉｼｰﾄNo:7174
発行レジNo:00052025年12月23日

責任者■

－－－－ -ニーーーーーーーーーーミーーーー一－－一＝一■■■■■一一ｰ＝ｰー

レジ卿書
登録番号T3070001006474

元ﾚｼｰ･トNo:8183
蕊榊ﾂ血00052025年12月01日

責任者:■■
ウ

ト

081コピー用紙 ￥2,480
-‐ー宮一一一ﾛ■■■~~~_~~－一一一一一一一一一ﾛ■■ーｰーーｰ－ー－ｰ＝ｰ

1点 小計 ￥2,480

合計 ￥2,480
（含む消費税等 ￥225）
〈10%対象 鞄,480
消費税 ￥225）

現金 ￥5,000

￥21520お釣り
ーーー＝ー~‐ー一一ーー一一ー－－■■■一一ーー■■一一ーー－－－ー一

081コピーー用紙 ￥2,480
一一一一一一一一一一一一富一一ー国＝■■､一■■ｰーーーーー■■－－－－

1点 小計 ￥2》480

合計 ￥2,480
（含む消費税等 ￥225〉
〈10%対象 鞄,480
消費税 ￥225）

現金 ￥2,480

￥0お釣り
＝二一■サーーーーー一一一■■一一＝ーｰ－戸＝－－ｰ－－－q■■－－~－－

01023700052512237174

店:0237レジ:0005 ＃7175
#8184店:02371ﾉｼﾞ:叩051

1



様式第1－1号

支出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

整理番号 3-6-12-13

経費項目 調蕊職費･研修費･風織･蕊識際諦績･会議費｡資料|癖. 鮮臓蹟⑳事獅漬･人件費

内 容 事務用品（県政報告印刷用プリンターインク）

年月 日 令和7年12月 23日 金 額 20,792円

目 的 ’
使 途 ’
政務活動・

県政との

関連性

く領収認占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

20,792円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

20,792円
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白・議員氏宅
’一

経費項目 識'暁費･研修費蝿嘩蹟･嬬熊報鱸･会譲･鮮陥賊費資料駒噴･事務費⑳人階

内 容 事務所水道代令和7年10月～令和7年11月分

年月 日 令和7年12月25日 ’ 金 額 625円

目 的

使 途

政務活動.

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

2階建てのうち1階を後援会と政務活動で賃貸（契約は別）

光熱費請求額は、1階・2階を含めるため、1階部分のみを対象とする。

2,497円×1尼＝1,249円…1階祁分

案分の理由

政務活動､後援会活動で

使用のため

領収書金額(a)

1,249円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

625円
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の金額を裏面ご幸内の窯匠
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登録醤号 磐田市水道事業会計・T7800020000149
磐田市下水道事業会計T7800020000297

磐田市水道事業出納収納取扱金融機関
コンピニ収納代行（株）NTTデータ１

１
１
０
１
１
１

領収日付印の
ないものまた

は金額を訂正
し たも,直ぼ無
効ですd:･"

Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
１

（お客様保管）

水道料金等のお支払いは便利な

口座振替をお勧めします。

※申し込み方法

水道使用水量等のお知らせと預
貯金通帳及び通帳届出印をご持参
のうえ、下記金融機関又は磐田市
上下水道料金センターまでお申し
込みください。

※振替予定日（納期限）

検針月の翌月の26日（金融機
関休業日の場合は翌営業日）にな
ります。

棚帽判洲らセ

中泉3丁目5番地17

江闇 7台_人 様

ロ摩才辰替軍垂今壼錘電

静岡銀行スルガ銀行清水銀行

浜松いわた信用金庫

遠州中央農業協同組合

みずほ銀行三井住友銀行

三菱UFJ銀行りそな銀行

静岡中央銀行静岡県労働金庫

島田掛川信用金庫遠州|信用金庫

ゆうちよ銀行

T7800020000297磐田市水道事業会計:T7800020000149 磐田市下水道事業会計

■お問い合わせ先

磐田市上下水道料金センター
磐田市水道事業及びF水道事業徴収事務等受託者 第一環境株式会社

〒437-1292磐田市福田400番地 （福田支所内）〒437-1292磐田市福田400番地（福田支所内） 検針日：令和7年11月6日

く当社は鱈田市と磐田市地域(高齢割見守りﾈｯﾄﾜｰｸ事業協力に関する懲農駕一
TEL:0538-58-3070

水 栓，番 号
一 口 径
l■■■■■■■■■

I■■■■■■■■

日■■■■■■

■■■■■■ ■ 13"”
上水道イ ［用量 下水道排出量

10㎡ 10㎡

水 道 料 金 うち消費税額

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊円 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊円

下水道使用料 :‘う.ち消鐵税額
’4q7円 ”7円

合 計 金 額 納 期 限

2497円 令和7年12月26日

請求年月 令和7年10．11月分

使用期間

日
日

９
６

月
月

９
１
１
１

年
年
７
７

和
和

〈
祠
《
両

口 径 13 mm

メータ番号
■■
■■■

■
■

■■■■■■■■
l■■■■■■■■■■

鋒|営業
〒末
r令 営業

指 針 及 び 水 量 今回請求予定金額

３
３
３

ｍ
ｍ
、

２
２
５
４今回指針

前回指針
旧メーター使用量

上水道使用水量 10m3
下水道排出量 10m3

水道料金 0円
（うち消費税10% 0円）

下水道使用料 2，497円
（うち消費税10％ 227 円）

合 計金 額 2,497円
(うち消費税10％ 227 円）

※通信掴

物
Ｐ 価高膿対策での水道基本料金減免については広報いわた10月号

9をご癖ください

検針地区一道順番号

磐田-1040-0130-00



様式第1－1号

了南面、

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

一一一

ご茎

整理番号

経費項目

内 容

年月 日 令和7年12月8日 金 額

目 的

使途

政務活動．

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞
’

1

』

I

領収書

－避國
[別納引受］
第一種定形

”人 様

@110 25通 \2,750

｜小 計 \2,750

郵便物引受合計通数 25通

△
ロ

豊
\2,750

(10%) \250)
\O

計 ￥2,750
お預り金額 \2,750

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllIIlllllll

裂驍鴨田昌禦儲雪社↑
,讓籠:朏醐目2詔14:07
藍織鰡難関端N71箱02

TEL:0570-943-722

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

2,750円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

2,750円



様式第1－1号

呂。議員氏采

整遇 番号 3-6-12-16

経費項目 調蕊職賓・研…要識様諦婚‘会議･濁洲城費｡資瀧朧入費･事諜費･義瀞漬･人件費

内 容 ユーチューブ広告動画制作

年月 日 令和7年12月29日 金 額 300,000円

目的 県政に係る情報等を県民に報告

使途 広告動画制作

関連性

県の施策、定例報告、活動状況を県民に報告する

く涜反書貼付枠＞
’
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内容

用ありが

を震確認

とうございます。

いただきお持ち帰りください。

06.520.38 （裏面もご覧ください）
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お取引金額
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￥440

時刻

0 f22

,.P Qqr･こり

;:''1苫rL1､､.‘；

0げ1,4.

お取扱い
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案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

300,000円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

300,000円
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2025年12月15B

請求番号:20251215-001

請求書

江間治人様

件名：江間県議YouTube広告動画制作費

下記のとおりご請求申し上げます。

一
#一

ご請求金額 ￥300，000＝

お支払い期限:2026年0]●月31日

お振込先：

厚N1SOCa－罰求害作成サービス

脚
Ⅱ

吊番･品名

r一 － 1－■一 一 一 ，■ 烏 画 一 ｡一

数量
一

単価
塵 ＝ － ▲q= =宇 再■＝ － ＝＝ － － 一

j ‐金額‘ 、
－－－－－－－_ﾆｰﾆｰｰｰｰ___一‐

[2025/ﾕ2/ﾕ5納品分]動画制作業務委託費（1本目／企画構成・撮影
･編集）

1本 100,000 100,000

[2025/12/15納品分]動画制作業務委託費（2本目以降／同一構成） 2本 80,000 160,000

[2025/12/15納品分]SNS運用支援業務委託費（広告設定・配信レ
ポート）

1回 40,000 40,000

小計 300,000

消費税(10％内税） (27,272）

合計 300,000


